
ごあいさつ

　今年度のスタートとして「第1回石巻しんき
ん経営塾オンラインセミナー」を開催しました。
　新型コロナウイルス感染症に配慮し、しんき
ん経営塾初のオンラインセミナーとして実施。
助成金制度推進センター理事長の藤田剛氏を
講師として、『知って得する助成金制度活用の
ススメ』が、京都からオンライン配信されまし
た。なお、本セミナーは石巻商工会議所青年
部との合同開催にて実施しております。

　地域のこどもたちが地元の桜にふれることで自然や郷土に対する心を育むことを願い、「東北・夢の桜街道運動絵画展示会」が、総合相談
センター（絆プラザ）１階ロビーにて開催されました。7月、8月の2か月間にわたり、135名の地域の子供たちの絵画が展示されました。

「石巻しんきん経営塾」の活動

　石巻市内の車のシェアを介した移動支援
「コミュニティ・カーシェアリング（CCS）」事業を
展開する、一般社団法人日本カーシェアリング
協会（吉澤武彦代表）のCCSスポンサー制度に
登録いたしました。
　同協会の活動は、東日本大震災の支え合
いの中から石巻で生まれたもので、支え合う
仕組みを地域に作るとともに、地域の足を支
える同協会を後押ししております。

「東北・夢の桜街道運動 絵画展示会」の開催

「コミュニティ・カーシェアリング」への支援

　当金庫の13店舗目となる「登米支店」が9月
7日（月）に登米市中田町にオープンしました。
　当日は、登米市長や商工会会長に参加頂き
オープニングセレモニーを行ったほか、ご来店
された地域の方々から、支店のオープンが楽し
みだったとの声が聞かれるなど、当金庫の支店
開設に対する期待の声も多く寄せられました。

「登米市に新店舗を開設」

「新型コロナウイルス感染症」への対応について

地域貢献活動への取り組み

職員に対する3密（「密接」「密集」「密閉」）の回避や、手洗い、マスク着用（咳エチケット）
及び、日々の検温の励行により感染防止の徹底を図っております。
また、店内の定期的な換気と除菌、すべての窓口、カウンターに飛沫防止用アクリル板を
設置したほか、お客様が店内にてお待ちいただく際に間隔を空けて頂く等、ご来店された
お客様の感染防止に努めております。
なお、ご来店時にはマスクの着用と、店内に用意しました消毒用アルコールでの消毒に

ご協力をお願いしております。

新型コロナウイルスの感染拡大に伴い、直接または間接的に影響を受けられている
中小企業および個人事業者の方、個人の方を対象に「新型コロナウイルス対策相談室」
及び「相談専用ダイヤル」を設置しております。
相談専用ダイヤルの受付時間 全営業日の 午前9時から午後4時まで
新型コロナウイルス対策相談室 相談専用ダイヤル　0225-95-4116
また、各店舗に中小企業や個人事業主の方を対象とした相談窓口を設置しており、
全営業日の午前9時から午後5時まで、受付時間を延長して相談をお受けしております。

お客様ごとのご相談内容に応じ、事業者向けの宮城県中小企業経営安定資金、災害復旧
対策資金および当金庫の「新型コロナウイルス感染症影響対策融資」、個人のお客様向け
の「生活支援資金ローン」など積極的に活用し、お客様をサポート致します。また、ご利用中
の融資に関するご相談についても、お客様の立場に立ち、柔軟かつスピーディーに対応し
てまいります。

来店されたお客様の感染防止対策について

「新型コロナウイルス対策相談室」及び「相談専用ダイヤル」の設置、相談窓口延長

新型コロナウイルス対策融資について

平素より石巻信用金庫に対し格別のご愛顧を賜り、厚く御礼を申し上げます。

このたび、令和2年度「REPORT2020 中間報告（令和2年４月１日～９月30日）」を作成致しましたので、

ご高覧いただければ幸いです。

当地域は、震災の影響に加え新型コロナウイルス感染拡大により地域経済は深刻な状況となっております。

この「新型コロナウイルス禍」に対し当金庫は、相談機能を強化するなど、お客さまお一人お一人にしっかり

対応し、スピード感を持って取り組んでおります。

また、本年9月7日に「登米支店」を開設し、更なる地域経済の活性化にも努めております。

これからも“地元のしんきん”として、地域貢献、お客さま貢献を第一に、地域やお客さまから必要とされる様、

その使命を果たしてまいる所存でございます。

最後になりましたが、一日も早い新型コロナウイルス感染症の終息と、地域の皆さまのご繁栄とご多幸を

心よりご祈念申し上げ、あいさつと致します。

REPORT 2020
2020年度 中間報告： 令和2年 4月1日～9月30日

令和2年11月

理事長 明石圭生

アクリル板消毒マスク

距離を保って換気体調管理

鹿島台小学校の校門の一部として残されている、
鳴瀬川の水を逆流させないために使用された小川閘門

貨物の運搬に利用されたひらた舟（大正年代・登米町日根牛）
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